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鮮霞棋譲 全
教
、

教
組
共
闘
、

民
主
教
育
研
究

所
は
６
月
１３
、

‐４
日
、

「Ｉ
Ｌ
Ｏ

・
ユ

ネ
ス
コ

『教
員
の
地
位
勧
告
』
と
Ｃ
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ
勧
告
を
教
育
に
い
か
す
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
都
内
で
開
催
し
ま
し

た
。

韓
国
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

フ

ラ
ン
ス
の
教
員
団
体
の
代
表
が
参
加

し
、

新
自
由
主
義
的
な
教
育
が
す
す
め

ら
れ
る
も
と
で
の

『
教
員
の
地
位
勧

告
』
、

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ

「第
４
次
勧
告
」

槌

簿

躙

櫛

聴

唯

擢イアン ・レッ十一さん

額 畿

「教
員
の
地
位
勧
告
」

の
価
値
に
新
た
な
光

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
に
あ
た
り
山

口
隆
全
教
委
員
長
は
、

「Ｃ
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ

『
第
４
次
勧
告
』
は
日

本
の
教
育
政
策
を
考
え
る
う
え

て
、

き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を

も
つ
も
の
で
あ
り
、
１
９
６
６

年
の

『
教
員
の
地
位
に
関
す
る

勧
告
』
の
価
値
に
、

あ
ら
た
め

て
光
を
あ
て
る
も
の
と
な

っ
て

い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え

て
、

「教
員
の
地
位
に
関
す
る

勧
告
」
の
大
学
習
運
動
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「ど
の
国
も

新
自
由
主
義
的
な
教
育
の
弊
害

は
驚
く
ほ
ど
共
通
し
て
い
る
」

「新
自
由
主
義
教
育
政
策
と
た

た
か
う
う
え
て
も
、

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
勧
告
を
学
び
、

知
ら
せ
る
こ

と
が
重
要
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
教
が
作
成

し
た
リ
ー
フ
、

資
料
集
な
ど
を

活
用
し
た
学
習
運
動
を
職
場

・

地
域
か
ら
大
き
く
す
す
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「教
員
の
地
位
勧
告
」を

教
育
に
生
か
す
大
学
習
運
動
を

二
つ
の
テ
ー
マ
で

報
告
・討
論

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
た
海
外
代
表
は
、

フ
ラ
ン
ス

の
中
等
学
校
の
教
員
で
つ
く
る

労
働
組
合
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
国
際
部

長
ロ
ジ
ャ
ー

・
フ

ェ
ラ
ー
リ
さ

ん
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
教
育

協
会
の
全
国
副
会
長
イ
ア
ン

・

レ
ノ
キ
ー
さ
ん
、

韓
国
の
全
国

教
職
員
労
働
組
合

（
全
教
組
）

の
国
際
局
長
フ
ァ
ン

・
ヒ
ョ
ン

ス
さ
ん
の
３
人
。

日
本
側
か
ら

は
全
教
の
今
谷
賢
二
、

蟹
沢
昭

三
の
両
中
央
執
行
委
員
が
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
発
言
し
ま
し

た
。シ

ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
第
１
日
目

に
は
、

「新
自
由
主
義
を
乗
り

越
え
る
教
職
員
組
合
の
た
た
か

い
」
を
テ
ー
マ
に
、

ま
た
第
２

日
目
に
は
、

「教
員
に
対
す
る

評
価
の
現
状
と
課
題
―

交
渉

・

協
議
に
も
か
か
わ

っ
て
」
を
テ

ー
マ
に
報
告

・
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

世
界
的
に
共
通
す
る

新
自
由
主
義
教
育
の

弊
書「新

自
由
主
義
を
乗
り
越
え

裁4

曙
ン

ヽ

鋼

る
教
職
員
組
合
の
た
た
か
い
」

で
は
、

「新
自
由
主
義
的
な
教

育
政
策
の
ね
ら
い
は
教
育
予
算

の
削
減
と
子
ど
も
た
ち
に
教
育

上
の
格
差
を
持
ち
込
む
も
の
」

（
フ
ラ
ン
ス
代
表
）
、

政
府
が

小
中
学
校
に
持
ち
込
も
う
と
し

て
い
る
読
み

・
書
き

・
算
の
全

国
学
力
基
準
づ
く
り
と
全
国
試

験
の
実
施
は
、

「教
員
が
教
え

る
授
業
の
範
囲
を
狭
め
、

単
純

な
学
力
測
定
に
重
点
を
置
き
、

試
験
に
受
か
る
た
め
の
授
業
に

な
る
」

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

代
表
）
と
危
険
性
を
指
摘
し
ま

し
た
。

韓
国

・
全
教
組
代
表
は
、

「行

き
過
ぎ
た
大
学
入
試
競
争
」
は

塾
な
ど
の

「私
教
育
」

へ
の
過

度
な
依
存
を
強
め
、

「
こ
れ
は

公
教
育
の
土
台
す
ら
脅
か
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

破
綻
せ
ざ
る
を

え
な
い

実
情
無
視
の
「改
革
」

ま
た
、

「教
員
評
価
の
現
状
、

課
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
報
告
、

討
論
て
は
、

「教
職
員
団
体
の

教
育
政
策
の
策
定
、

実
施
」

ヘ

の
関
与
が
重
要
で
あ
り
、

実
情

に
合
わ
ず
、

教
育
の
条
理
に
反

す
る

「教
育
改
革
」
は
破
綻
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
各
国
か

ら
の
経
験
の
報
告
を
通
し
て
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

参
加
者
か
ら
は
「子

ど
も
の
成
長

・
発
達
を
願
い
、

人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
教
育
の

条
理
を
教
職
景
の
共
同
で
実
現

す
る
こ
と
が
教
育
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
こ
と

に
確
信
を
持
て
た
」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

北
村
佳
久
全
教
書
記
長
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め
で
は
、

教
職
員
組
合
の
国
際
組
織

（
Ｅ

Ｉ
）
が
６６
年

『
教
員
の
地
位
勧

告
』
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
こ

と
を
紹
介
し
、

６６
年

『
勧
告
』
、

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ

「第
４
次
勧
告
」

は
国
際
的
な
意
義
を
も
つ
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。
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